
第１学年 ７ 資料の活用

中学校数学中学校数学中学校数学中学校数学

第１学年第１学年第１学年第１学年

７ 資料の活用７ 資料の活用７ 資料の活用７ 資料の活用

[問題][問題][問題][問題]

中学校

年 組 号 氏名



第１学年 ７ 資料の活用

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■佐賀県小・中学校学習状況調査①■佐賀県小・中学校学習状況調査①■佐賀県小・中学校学習状況調査①■佐賀県小・中学校学習状況調査①

Ａ中学校とＢ中学校の２年生男子について，握 力 を調べ，その結果を【表１】に整理し，
あくりょく

【図１】のように度数分布多角形に表しました。あとの問いに答えなさい。【H22】

【表１】（２年生男子の握力） 【図１】（【表１】の相対度数の度数分布多角形）

握力(ｋｇ)
Ａ中学校 Ｂ中学校

度数 相対度数 度数 相対度数

以上 未満

１５ ～ ２０ １ ０.０３ ８ ０.０４

２０ ～ ２５ ３ ０.０８ ２７ ０.１３

２５ ～ ３０ ６ ０.１６ ４８ ０.２３

３０ ～ ３５ １０ ０.２６ ５９ ０.２８

３５ ～ ４０ ８ ０.２１ ４３ ０.２０

４０ ～ ４５ ７ ０.１８ １６ ０.０８

４５ ～ ５０ ２ ０.０５ ７ ０.０３

５０ ～ ５５ １ ０.０３ ２ ０.０１

計 ３８ １.００ ２１０ １.００

【表１】【図１】を見て，Ａ中学校とＢ中学校の握力の比較について，正しく述べているも

のを，次のアからエの中から１つ選んで，その記号を答えなさい。

ア 階級３０～３５ｋｇでは，Ｂ中学校の方が相対度数が大きいので，全体としてはＢ中学校

の方が握力が強い人が多いといえる。

イ 階級３５～４０ｋｇより握力が弱い階級の生徒の割合は，Ａ中学校の方が小さく，階級３０

～３５ｋｇより握力が強い階級の生徒の割合は，Ａ中学校の方が大きいので，全体として

はＡ中学校の方が握力が強い人が多いといえる。

ウ Ｂ中学校の方が生徒数が多いので，全体としてはＢ中学校の方が握力が強い人が多い

といえる。

エ Ａ中学校，Ｂ中学校ともに中央に集まる山型に分布し，左右のひろがりも同じになっ

ているので，全体としては握力が強い人は両校とも同じといえる。

【解答】

０.３０

０.２５

０.２０

０.１５

０.１０

０.０５

２０ ３０ ４０ ５０ ６００

Ａ中学校

Ｂ中学校

（相対度数）

（㎏）




